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10 月 28 日（土）、第 38 回全国豊か

な海づくり大会が開催された。 

同大会は、魚食国である日本人の食卓

に、安全で美味しい水産食料を届けるた

めに、水産資源の保護・管理と海や湖

沼・河川の環境保全の大切さを広く国民

に訴えるとともに、つくり育てる漁業の

推進を通じて明日のわが国漁業の振興

と発展をはかることを目的として、昭和

56 年に香川県で開催されて以来、毎年

各地で開催されている。今年は初の高知

県での開催となり、本県からは水産関係

団体から 7 名が出席した。 

式典行事では、資源管理や漁場保全な

どに功績のあった団体の表彰、最優秀作

文の発表、未来を担う子ども達や若手漁

業者による決意表明と大会決議などが

行われ、天皇皇后両陛下もご臨席された。 

その後、土佐市の宇佐しおかぜ公園に

会場を移し、地元小中学生などによる豊

かな海づくりに関する活動発表や漁船

による海上歓迎行事が盛大に行われた。

さらに、放流事業として、天皇皇后両陛

下をはじめ出席者によるイサキとイシ

ダイの稚魚放流が行われた。 

また、大会前日からは関連行事として

「豊かな海づくりフェスタ」が高知市内 

 

 

 

 

 

 

で開催され、高知海洋高校による本まぐ

ろの解体ショーや、さかなクンによるト

ークライブなどのステージイベントが

行われたほか、室戸市内では「むろとま

るごと産業まつり」が開催され、地元水

産物等の販売ブースに多くの人々が訪

れ賑わいを見せた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本紙は三重漁連ホームページ（http://www.miegyoren.or.jp/）での閲覧を推奨します（PDFファイル）。  
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第 38回全国豊かな海づくり大会 

－10月 28日（日）高知県－ 

第 38回全国豊かな海づくり大会 

大 会 決 議 

 我が国は、四方を海に囲まれ、この海

からの恵みにより、古より多様で優れた

食文化を育んできた。 

 ここ高知県は、全国一の森林率を誇る

山々から、四万十川、仁淀川、物部川な

どを経て太平洋へ注ぐ壮大な水の循環

が、美しい自然と豊かな資源を支え、沿

岸域や内水面等においては、多種多様な

漁業が営まれ、地域産業の発展や文化の

継承に重要な役割を担ってきた。 

 私達水産関係者には、「豊かな海」と

いう財産を将来に引き継ぐとともに、国

民に対し水産食料を安定的に供給する

という重要な責務がある。 

 本年は、ここ高知県において、「森・

川・海 かがやく未来へ 水の旅」をテ

ーマに、水産資源の維持・管理と、環境・

生態系の保全の重要性を認識し、力強く

取り組んでいくことをここに決議する。 
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10 月 26 日（金）、大阪府泉佐野市に

おいて、第 69 回全国漁港漁場大会が開

催された。 

全国漁港漁場協会橋本会長のあいさ

つ、来賓祝辞、大阪府の松井知事から歓

迎のことばがあった後、「平成 31 年度

漁港・漁場・漁村・海岸整備予算の確保

に関する件」と題する議案が出され、提

案理由の説明と、神奈川・和歌山・石川

での取り組み事例発表が行われた後、議

案についての採決が行われ、賛成多数に

より可決された。 

その後、大分県漁港漁場協会の浪井理

事より提言の朗読が行われ、漁港漁場整

備長期計画に基づいた漁港・漁場整備が

早急かつ着実に実施されることの必要

性に加え、水産業の競争力強化と輸出促

進に向けた生産・流通機能の強化、自然

災害に備えた漁港・漁村・海岸の強靭化

対策、水産資源の回復、漁港の有効活用

と漁港施設の長寿命化対策を推進して

いくことの重要性が述べられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 21日（土）、岐阜県白川町の笹

平高原において、毎年恒例となった

「森・川・海～清流がつなぐ未来の森造

成運動」が開催された。 

この運動は、山からの栄養豊富な水が

豊かな海を作り出すという考えのもと、

三重県漁連と白川町が平成 9年より実

施しているもので、今年で 21回目の開

催となった。 

今年も三重県から漁業関係者や関係

団体、行政関係者など約 60名が参加。

冒頭、三重漁連の湯浅会長は「森林が蓄

えた栄養豊富な水によって豊かな海が

作られている。環境保全につながる森づ

くりの大切さをより多くの人に伝え、同

時に「森、川、海」にかかわる者全員で

その思いを共有できれば。」と挨拶する

とともに、白川町をはじめとする地元関

係者の協力へ感謝の意を述べた。 

 その後、植樹活動等を通じた永年の交

流を踏まえ、白川町森林組合より「伊勢

まぐろ」を模ったチェーンソーアート作

品が贈呈された。チェーンソーで削られ

たとは思えないほどの精巧な造りに作

品を見た参加者からは驚きの歓声があ

がった。 

当日は、伐採や下刈、枝打ちなどの森

林整備のほか、桑名市立城東小学校の児

童ら約 20名による植樹も行われた。 

 

 

 

 

 

本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 

 

 

 

森･川･海～清流がつなぐ未来の森造成運動

－10月 20日（土）岐阜県白川町－ 

第 69回全国漁港漁場大会 

－10月 28日（日）大阪府－ 


